
王滝村役場

郷土料理ひだみ

王滝村公民館

王滝小・中学校 御岳湖

木曽御嶽山

王滝川

自然湖
木
曽
川

下
黒
沢

伝
上
川

瀬
戸
川

樽
沢

西
野
川

大
又
川

溝
口
川

鈴
ヶ
沢

白
川

濁
沢
川

うぐい川

王滝川ダム

二ノ池

三ノ池

三浦ダム

三浦貯水池

牧尾ダム

阜県

岐阜県

長野県

常盤ダム

木曾ダム

御嶽水力発電所

王滝口（田の原）

おんたけ2240
スキー場

長野県製薬

行人橋歩道橋

木
曽
福
島

ひまわりマーケットすんきの里

御嶽神社里宮

御嶽神社奥社

木曽町

上松町

大桑村

剣ヶ峰 3067m

継子岳 2859m

継母岳
2867m

摩利支天岳
2859m

お
上
の
森
の
歴
史

王
滝
村
は
96
％
が
森
林
。
昔
か
ら
林
業

の
村
だ
っ
た
。
し
か
し
、
豊
か
な
森
林
の

87
％
（
２
万
６
０
０
０
ha
余
）
を
国
有
林

が
占
め
る
。
今
で
も
１
本
１
０
０
０
万
円

超
の
値
を
つ
け
る
天
然
木
曽
檜

ひ
の
き

を
産
出
す

る
が
、
そ
の
美
林
を
育
ん
だ
の
は
時
の
権

力
者
に
よ
る
管
理
の
歴
史
と
も
い
え
る
。

豊
臣
秀
吉
も
こ
の
山
の
木
を
大
量
に
伐

り
出
し
、
山
を
荒
ら
し
た
。

次
の
所
有
者
は
、
徳
川
家
康
の
九
男
で

尾
張
藩
初
代
藩
主
の
義
直
。
尾
張
藩
は

留
山

と
め
や
ま

と
い
っ
て
、「
木
１
本
、
首
１
本
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
の
保
護
政
策
を
と
り
、
江

戸
の
末
期
に
は
価
値
の
あ
る
木
が
育
つ
ま

で
に
な
っ
た
。

人
家
に
近
い
山
は
明
山

あ
け
や
ま

と
い
っ
て
村
人

の
利
用
が
許
さ
れ
た
が
、
明
山
の
中
で
も

木
曽
五
木
と
い
わ
れ
る
檜
、
椹

さ
わ
ら

、
ネ
ズ
コ
、

翌
檜

あ
す
な
ろ

（
ア
ス
ヒ
と
も
）、
高
野

こ
う
や

槙ま
き

は
、
停
止
木

と
い
っ
て
伐
採
禁
止
。
ク
ヌ
ギ
や
楢な

ら

な
ど

の
雑
木
を
薪
な
ど
に
使
っ
て
い
た
。
米
は

あ
ま
り
取
れ
な
い
地
域
の
た
め
、
米
の
代

わ
り
に
木
年
貢
（
役
木
）
で
あ
っ
た
。

明
治
に
な
る
と
、
天
皇
の
山
、
御
料
林

に
な
り
、
明
山
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
、
反
対
の
住
民
運
動
を
引

き
起
こ
す
。
島
崎
藤
村
の
『
夜
明
け
前
』

（
中
央
公
論
１
９
２
９
）
に
は
、
そ
の
く
だ
り

が
書
か
れ
て
い
る
。
御
料
林
の
決
定
は
覆

せ
な
か
っ
た
が
、
藤
村
の
兄
広
助
の
粘
り

強
い
交
渉
の
末
、
ご
下
賜
金
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
木
曽
の
人
た
ち
は
、
こ
れ
を
森

林
育
成
の
た
め
に
使
っ
た
。

天
然
木
曽
檜
は
皇
室
の
収
入
に
大
き
く

貢
献
し
、
永
世
に
伝
え
る
〈
世
伝
ご
領
林
〉

と
し
て
特
別
視
さ
れ
た
。
天
皇
の
御
料
林

は
、
そ
の
後
国
有
林
と
な
っ
て
今
に
至
る
。

村
発
祥
の
地

王
滝
村
の
中
心
部
か
ら
西
へ
12
㎞
。
今

は
、
牧
尾
ダ
ム
の
源
流
王
滝
川
に
沿
っ
て
、

道
幅
も
充
分
な
舗
装
道
路
が
通
っ
て
い
る
。

そ
の
県
道
を
、
車
で
30
分
ほ
ど
走
る
と
滝

越
地
区
に
到
着
す
る
。

村
の
起
源
は
、
鎌
倉
時
代
に
岐
阜
県
側

か
ら
落
ち
延
び
て
き
た
武
士
の
一
団
が
、

滝
越
の
上
流
の
三
浦
平
に
住
み
着
い
た
こ

と
が
始
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

発
祥
の
地
で
あ
る
三
浦
平
は
、
１
９
４

２
年
（
昭
和
17
）
ダ
ム
湖
の
底
に
沈
ん
だ
。

当
時
、
福
澤
桃
介

も
も
す
け

が
興
し
た
大
同
電
力
に

よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
大
同
電
力
ほ
か
多
く

の
電
力
会
社
が
統
合
し
て
日
本
発
送
電
を

発
足
。
軍
需
産
業
活
性
化
を
目
的
と
し
た
、

電
力
供
給
の
増
強
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
ダ

ム
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
関
西
電
力
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

福
澤
桃
介
　
ふ
く
ざ
わ
も
も
す
け

（
１
８
６
８
〜
１
９
３
８
年
）

「
日
本
の
電
力
王
」
と
も
い
わ
れ
る
実
業
家
。
福
澤

諭
吉
の
婿
養
子
。

王
滝
森
林
鉄
道

今
で
は
王
滝
村
及
び
、
長
野
県
の
最
西

端
と
な
っ
て
い
る
滝
越
地
区
に
王
滝
森
林

鉄
道
、
通
称
〈
林
鉄
〉
が
敷
か
れ
た
の
は

１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
の
こ
と
。
そ
れ
ま

で
集
落
に
通
じ
る
車
道
は
な
か
っ
た
。

〈
林
鉄
〉
は
、
木
材
の
積
み
出
し
は
も
と

よ
り
、
地
元
住
民
の
足
と
し
て
機
能
。

滝
越
は
分
校
を
廃
止
し
、
村
が
購
入
し
た

機
関
車
と
客
車
を
〈
や
ま
ば
と
号
〉
と
名

づ
け
て
、
当
時
70
人
い
た
小
中
学
生
を
村

中
心
部
の
学
校
に
運
ん
だ
。

木
材
を
満
載
し
た
列
車
が
30
分
お
き
に
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８
１
～
１
７
８
８
）
に
な
る
と
覚
明
行
者
、

普
寛
行
者
に
よ
っ
て
黒
沢
、
王
滝
の
登
山

道
が
開
か
れ
、
一
般
の
登
拝
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
っ
た
。

信
者
が
組
織
す
る
集
団
は
講
社
と
呼
ば

れ
、
全
国
規
模
で
存
在
す
る
。
先
達
と
い

わ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に
率
い
ら
れ
た
講
社
の

中
に
は
、
数
百
人
以
上
に
も
な
る
集
団
も

あ
っ
た
。
か
つ
て
は
大
型
バ
ス
数
台
に
連

な
っ
て
王
滝
村
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
が
、

信
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
そ
の
数
は
減
少

し
て
い
る
。

王
滝
及
び
黒
沢
登
山
口
の
両
側
に
は
、

多
数
の
石
碑
が
立
つ
が
、
こ
れ
は
墓
で
は

な
く
霊
神
碑

れ
い
じ
ん
ひ

で
、
２
万
基
を
超
え
る
。
御

嶽
山
を
死
後
の
魂
の
安
住
の
場
と
す
る
信

仰
で
、
亡
く
な
っ
た
行
者
の
魂
が
御
嶽
山

へ
戻
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

木
曽
の
生
薬
で
つ
く
ら
れ
る
胃
腸
薬

百
草
丸
は
、
普
寛
行
者
の
弟
子
寿
光
行
者

が
村
人
に
製
法
を
教
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

王
滝
村
の
旅
籠
で
は
、
講
社
の
信
者
か
ら

家
伝
薬
と
し
て
つ
く
っ
て
き
た
百
草
丸
を

わ
け
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
、
販
売
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
１
８
７
４
年

（
明
治
７
）
売
薬
取
締
法
公
布
に
伴
い
、
許

可
を
取
得
し
た
製
造
、
販
売
に
切
り
替
え

ら
れ
た
。

牧
尾
ダ
ム
と
ス
キ
ー
場

１
９
５
２
年
（
昭
和
27
）
２
月
愛
知
用
水

の
計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
、
王
滝
村
は

〈
二
子
持
ダ
ム
反
対
期
成
同
盟
会
〉
を
設
立
。

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
６
月
に
愛
知
用
水

公
団
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
ダ
ム
予
定

地
が
牧
尾
に
決
ま
る
と
、〈
二
子
持
ダ
ム
反

対
期
成
同
盟
会
〉
は
解
消
さ
れ
、〈
ダ
ム
対

策
委
員
会
〉
に
改
組
。
会
長
の
細
尾
征
雄

が
新
村
長
に
な
っ
た
の
を
受
け
、
西
路
孝

が
会
長
に
就
任
し
、
条
件
闘
争
に
入
っ
て

い
っ
た
。

反
対
運
動
が
６
年
余
を
経
過
し
た
１
９

５
８
年
（
昭
和
33
）
６
月
11
日
、
補
償
総
額

約
13
億
８
６
０
０
万
円
で
同
意
を
得
て
、

補
償
協
定
の
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

村
へ
の
補
償
は
、
残
村
対
策
と
し
て
４

年
間
で
２
億
１
０
０
０
万
円
。
今
後
の
王

滝
村
は
観
光
立
村
を
目
指
す
と
い
う
方
針

で
、
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
）
第
一
高
原
リ

フ
ト
を
設
置
。
雪
質
の
良
さ
と
ス
キ
ー
ブ

ー
ム
に
乗
っ
て
ピ
ー
ク
時
に
は
66
万
人
の

来
場
者
を
記
録
し
た
。
し
か
し
、
行
き
過

ぎ
た
投
資
と
ブ
ー
ム
の
下
火
に
よ
っ
て
多

額
の
債
務
超
過
を
き
た
し
、
村
営
ス
キ
ー

場
は
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
か
ら
民
営
化
。

財
政
事
情
が
原
因
で
、
２
０
０
４
年
（
平
成

16
）
木
曽
町
へ
の
合
併
を
断
念
し
た
。

２
０
１
０
年
９
月
１
日
現
在
の
、
王
滝

村
人
口
９
４
４
人
、
世
帯
数
４
２
３
世
帯
。

２
０
０
６
年
の
村
長
選
で
初
当
選
し
、
今

年
再
選
を
果
た
し
た
瀬
戸
普
村
長
の
も
と
、

財
政
再
建
と
村
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

長
野
県
西
部
地
震

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
）
９
月
14
日
、
王

滝
村
を
震
源
と
す
る
長
野
県
西
部
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.8
）
が
発
生
。
御
嶽
山

南
側
で
「
御
嶽
崩
れ
」
と
呼
ば
れ
る
山
体

崩
壊
が
発
生
し
、
延
長
約
３
㎞
に
わ
た
っ

て
最
大
50
ｍ
の
厚
さ
で
土
石
流
が
堆
積
。

行
方
不
明
者
を
含
め
て
29
名
が
犠
牲
に
な

っ
た
。

林
野
庁
は
復
旧
の
治
山
工
事
に
１
３
０

億
円
を
投
じ
、
護
岸
工
事
や
治
山
ダ
ム
と

い
っ
た
対
策
を
２
０
０
３
年
（
平
成
15
）
ま

で
行
な
っ
て
い
る
。
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行
き
交
う
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
が
主
流
と
な
っ
た
た
め
に
、

１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）
に
廃
止
さ
れ
た
。

森
林
経
営
の
衰
退

か
つ
て
王
滝
村
に
は
、
木
材
販
売
額
の

一
部
が
木
材
取
引
税
と
し
て
支
払
わ
れ
て

い
た
。
伐
採
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
１
９
６

４
年
（
昭
和
39
）
に
は
村
の
歳
入
の
16
％
を

占
め
て
い
た
と
い
う
。

王
滝
営
林
署
庁
舎
に
は
約
70
人
の
職
員
、

国
有
林
の
現
場
で
は
職
員
だ
け
で
約
４
０

０
人
、
関
係
者
を
含
め
れ
ば
数
百
人
も
の

人
が
働
い
て
い
た
。

し
か
し
人
件
費
の
増
大
、
輸
入
自
由
化

に
よ
る
外
材
の
流
通
、
森
林
資
源
の
減
少

と
い
っ
た
要
因
が
重
な
り
、
国
有
林
の
経

営
も
１
９
７
６
年
（
昭
和
51
）
ご
ろ
か
ら
悪

化
し
て
い
っ
た
。
１
９
７
８
年
（
昭
和
53
）

に
は
、
林
野
庁
（
当
時
）
は
国
有
林
の
役
割

そ
の
も
の
を
木
材
生
産
か
ら
環
境
保
全
へ

と
転
換
。
木
材
取
引
税
も
１
９
８
９
年

（
平
成
元
）
に
廃
止
さ
れ
た
。

１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
国
有
林
野
事
業

の
赤
字
額
は
１
１
７
７
億
円
。
王
滝
村
は

黒
字
を
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
営
林
署
が
統
合
、

廃
止
さ
れ
る
。
ま
さ
に
国
の
林
野
事
業
の

方
針
に
翻
弄
さ
れ
た
歴
史
と
も
い
え
る
。

御
嶽
信
仰

王
滝
村
は
、
霊
峰
御
嶽
山
の
登
山
口
の

一
つ
で
あ
り
、
信
者
を
受
け
入
れ
る
旅
籠

は
た
ご

と
し
て
も
栄
え
た
。
御
嶽
山
は
、
７
０
２

年
（
大
宝
２
）
山
伏
修
験
者
の
開
祖
役
小
角

え
ん
の
お
づ
の

に
よ
り
開
山
し
た
と
さ
れ
る
。
登
拝
は
潔

斎
を
経
た
一
部
の
修
験
者
だ
け
に
許
さ
れ

て
い
た
が
、
江
戸
中
期
の
天
明
年
間
（
１
７

ダム
堰・頭首工など

愛
知
用
水

矢
作
川
総
合

南
部
幹
線

矢作
川総
合

北部
幹線木

曽
川
用
水

長良導水

豊
川
用
水

牟呂
用水

東部幹
線

西部幹
線

寒狭川導水路

佐
久
間
導
水
路

振
草
導
水
路

明治
用水

長良
川

飛騨
川

馬
瀬
川

王滝川

揖
斐
川

木曽川

庄内川

矢作
川

巴
川

豊川

天
竜
川

阿
木
川

三河湾

浜名湖

伊勢湾

岐阜県

福井県

長野県

静岡県

三重県

今渡ダム 阿木川ダム

大島ダム

佐
久
間
ダ
ム

宇連ダム

設楽ダム
（建設中）

愛知用水取水口

愛知池

矢
作
連
絡
導
水
路

矢作ダム

味噌川ダム

牧尾ダム

岩屋ダム

ダム


